
ぱあとなあ愛媛～2019 年度 倫理研修会～ 

◆本研修では、香川県から『一般社団法人キラメキ社会福祉士事務所  代表理事  上田利枝

氏』をお招きし、揺れ動く利用者の気持ちにどのように寄り添っていくべきか、実践現場で

のエピソードを交えながら、専門職として誠実に利用者と向き合うことの大切さを考えてい

きたいと思います。  

 

【講師】 

上田 利枝 氏  

一般社団法人キラメキ社会福祉士事務所  代表理事 

   特定非営利活動法人  シニアと地域を元気にする会  代表理事 

 

プロフィールと研修内容は裏面をご覧ください。  

 

対象者  ぱあとなあ愛媛名簿登録者* 

愛媛県社士会会員、準会員 

     *ぱあとなあ名簿登録者は必ず  

受講してください。  

 

参加費  正会員・準会員・入会予定者  無料 

日 時  令和元年 11 月 23 日(土・祝) 

13：30～15：30(受付 13：00～ 

 

場 所  松山市総合福祉センター5 階 中会議室 

松山市若草町 8-2 ☎（089）921-2111 

日 程  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

申 込  裏面の申込用紙に記入し FAX、郵送又はＥ-mail にてお申込下さい。 

      ぱあとなあ愛媛 ML に参加の方は ML での参加表明も可能です。  

 

締 切  令和元年 11 月 1 日(金)〆切 
 
 
 

13：30～ 受付 

前半 

14：00～16：00 

 倫理研修会 

《120分》 

講 演 

「高齢者の金銭管理ケアマネジメントと成年後見」 

講 師 一般社団法人  キラメキ社会福祉士事務所 

代表理事・社会福祉士  上田
う え だ

 利
り

枝
え

 氏 

～（15 分休憩） 後半は希望者のみ参加可～ 

後半 

16：15～17：00 

情報提供 

《45 分》 

解 説「家族信託の仕組みについて」  

講 師 株式会社ライコン  くらしの窓口  

小野
お の

 雅
まさ

紀
のり

 氏 

18：00～ 2019 年度 愛媛県社会福祉士会  忘年会  

会費：4,500 円／会場：松山市二番町『銀次郎』  

★詳しくは別途要綱をご覧ください★  



【講師プロフィール】  

上田 利枝（うえだ りえ） 

 

一般社団法人 キラメキ社会福祉士事務所  代表理事 

特定非営利活動法人 シニアと地域を元気にする会 代表理事  

 

ハンセン病療養所大島青松園において、以下４つのサービスの中から必要な福祉サービスを利用者と

契約して支援する委託事業を運営し、H30 年 10 月現在で 10 年の実績がある。その事業の中で培っ

た施設内での金銭管理のケアマネジメント、終活支援の経験を活かし、介護保険が対象外の生活支援

サービス等を含む第２の家族事業の運営や、高齢者支援に関わる研修を、講義だけでなく、ワークを

入れながら提供している。  

＜ハンセン病療養所大島青松園委託事業の４つのサービス＞  

①金銭管理  ②お預かりサービス  ③遺言書の作成支援  ④成年後見制度の利用支援  

 

また、㈱サムライトが提供する脳トレーニング‘みつおか式脳若トレーニング’のライセンスを香川県

で初めて取得し、一般クラス、介護保険が使える介護予防クラスのほか、出張講座にも取り組み、地

域の認知症予防に尽力、「人生１００年時代、自分の老後を自分で決められる自分を維持する」こと

の重要性を説いている。  

そのほか、前職は医療ソーシャルワーカーや医療事務等の経験があり、現在、当時の繋がりを活かし

つつ、在宅医療コーディネーターとして、エンディングノートの作成支援を通し、「終活が出来る社

会福祉士」として、地域の専門職とも連携に努めている。  

 

【資格・所属等】  

社会福祉士（日本社会福祉士会会員・香川県社会福祉士会会員・ぱあとなあ香川会員）／脳若トレー

ニングトレーナー／介護支援専門員／在宅医療コーディネーター  

 

国立ハンセン病療養所大島青松園入所者日常生活支援業務受託中   

脳トレ教室の運営・第二の家族事業の運営・福祉専門学校講師  

認知症予防等高齢者に関わる講演活動・成年後見人受任等  

 

【研修内容】『高齢者の金銭管理ケアマネジメントと成年後見』  

●ねらい●  

 高齢者施設等で、居室で現金を管理している利用者に対して、入所者様に寄り添いながら、極力、

安心・安全に支援をして行く方法を学びます。「お金を持ちたい。」と希望される入所者様は多く存

在します。入所者様の QOL や尊厳にも関わる重要な支援ですが、これまで注目されることは、あ

まりありませんでした。  

利用者の判断能力や意思能力の状況によって変わるお金の支援をケアマネジメントを通して考え、

支援者側が成年後見制度の申し立てを検討する必要がある事例について考えたいと思います。  

●プログラム概要●（講義+個人・グループワーク）  

  ⑴  アイスブレイク（倫理感チェック）  

  ⑵  大島青松園事業紹介・意思決定支援の事例・成年後見制度申立検討過程の紹介  

  ⑷  利用者からのお金についての希望、エピソードの共有  

  ⑷  お金のケアマネジメントが必要な入所者チェックリストの解説  

  ⑸  利用者の QOL と押さえておきたいリスク管理のポイント  

  ⑹  事例検討・発表（←時間があれば入れます）  



 参 加 申 込 用 紙  

11/23 開催 権利擁護センターぱあとなあ愛媛 倫理研修会 

申込先：愛媛県社会福祉士会事務局 

FAX（089）948-8032 

申込〆切：11/1（金）必着  

 

氏
ふり

 名
がな

  

所 属  

連絡先 TEL 

○で囲む 会員（NO.        ）・ 準会員  ・ 手続き中 

～申し込み受付完了の確認メール・ＦＡＸを希望される場合～  

送信先は  メール   を希望  アドレスは⇒                     

      ＦＡＸ   を希望  ＦＡＸ№は⇒                     

※FAX 送信表は必要ありません。そのまま FAX して下さい。  

 

 

 

 

 

 

主  催    

企画運営  権利擁護センターぱあとなあ愛媛 運営委員会（担当委員：村尾） 

 

《 事務局 》  
〒790-0905 
愛媛県松山市樽味 2 丁目 2-3 ラ・マドレーヌビル 2Ｆ  
TEL（089）948-8031 FAX（089）948-8032 
MAIL eacsw＠mbr.nifty.com  
HP http://ehime-acsw.com/ 


